
 

 

事業の名称     ：介護予防啓発事業     

プログラム区分 ：一般高齢者施策             

 

１．本事業の特徴 

1）事業概要 

『笑顔！いきいき！健康長寿！！』のスローガンのもとに、住み慣れた地域でいきいきと安

心して暮らしていけることを目標に介護予防啓発事業に取り組んでいる。 

2）事業内容 

 ① 介護予防「はつらつ教室」の実施 

 ② 祝敬老「長生きの秘訣セット」配布 

 ③ 広報･掲示板の活用による啓発活動 

3）特徴 

 ①老人クラブ関係･民生委員･高齢者の集まる町のイベントなど機会あるごとに顔を出し、介

護予防の啓発及び地域包括支援センターを PR した 

 ②介護予防教室会場･広報･保健センター･地区の公民館など一般の方が集まるところに、「介

護予防」や「地域包括支援センター」という文字が眼に触れるようにしている。 

２．都賀町の概要 

町の人口は、年々減少傾向にあるが、高齢化率は平成 7 年には 17％であったものが平成 19

年には 22.２％と急速に高齢化率が進んでいる。 

 【都賀町の高齢化率及び介護保険認定状況】  
  

人 口 ６５歳以上
高齢化率

(%) 

要介護認
定者数 

認定率 特定高齢者
数 

昭和 60 年  13,835  1,639  11.8    

平成  2 年 14,199  2,016  14.2    

平成  7 年 14,299  2,142  17.0    

平成１２年 13,862  2,667  19.2 232  8.7%  

平成１７年 13,704  2,904  21.2 393 13.5%  

平成１８年 13,700  2,991  21.8 421 14.1% 11 

平成１９年 13,665  3,03４ 22.2 43４ 14.３% 117 
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都賀町人口及び高齢化率の推移
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３．事業の実施体制 

1）直営  担当：保健福祉課 

2）地域包括支援センター数：1 箇所  保健センター内 

4．事業の実施状況 

（１）介護予防はつらつ教室 

事業の周知方法 

  １）単位老人クラブ 

老人クラブ会長に、会員への案内及び、参加 

申し込みの取りまとめを依頼した。 

２）自治会 

老人クラブ未加入者に対し、自治会の回覧で

周知し、直接電話での申し込みとした。 

３）その他 

つが広報に開催要項を掲載し参加者を募集   

した。 

また、民生委員連絡協議会や老人クラブ会長

会議、高齢者を対象とした各種行事（老人招

待事業・高齢者のお楽しみ会・老人スポーツ

大会・輪投げ大会等）の際に、少しの時間を

いただき地域包括支援センターの PR をし

ながら「はつらつ教室開催案内」を配布した。

  

≪地区公民館に掲示≫ 

  



介護予防はつらつ教室関係 
 

 

      

 

  

   

   

 

 

 

  

 

     

 

 

 

○ 開催回数：30 回（15 会場×2 回） 

○ 開催場所：地区公民館や町保健所等 

○ 送迎：なし（老人クラブが自主的に    

送迎をする場合もあり） 

                   



（２）祝敬老「長生きの秘訣セット」配布 

 1） 配布時期 

    ９月に各自治会で行われる敬老会祝い事業に併せて、自治会を通して配布 

2） 配布対象：65 歳以上の高齢者・一世帯につき１セットを配布 

 3） セット内容： 

1)はじめましょう介護予防（手作り冊子 12 ページ版） 

  * 介護予防に取り組みましょう 

  * 積極的に体を動かそう 

  * おいしく！たのしく！バランスよく！！ 

  * 元気で清潔なお口を保ちましょう 

  * 閉じこもり･認知症･うつを予防しましょう 

2)つがまち五長寿訓 一、十、百、千、万 

3)カレンダー「毎日からだを動かそう」    

 

 

（３）広報・掲示板の活用によるＰＲ活動 

 1）つが広報に月 1 回掲載： 

・介護予防の啓発及び地域包括支援センターのＰＲ 

・介護予防教室の実施風景や募集について 

・町内高齢者の実態調査結果報告 

・高齢者の健康について 

  2）地域包括支援センター掲示板に掲示 

   ・介護予防教室の実施風景や募集等を掲示 

・介護予防コーナーを設け、運動･栄養･口腔･閉じこもり･認

知･うつ、それぞれについて独自のポスターを作成し掲示 



・“あったらいいな、便利グッズ”のコーナーには、身の回りですぐに使えそうな介護支

援用品を展示 

         ≪地域包括支援センター掲示板≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事業の評価・課題 

1）評価 

  介護予防教室を通して「健康がなんと言っても大切」「運動をしたり、食べ物に気をつけ、

いつまでも元気に活動する」など、介護予防の必要性を少しずつではあるが理解をしてもら

い、元気なうちから介護予防に取り組む動機付けとなった。また、地域包括支援センターの

周知については、地域包括支援センター内の掲示物や広報による PR により、民生委員から

の相談や「広報を見て相談に来ました」など電話や来所による相談件数が増えている。 

2）課題    

地域包括支援センターの名称や機能をまだまだ知らない人が多く、「介護予防」や「地域

包括支援センター」について、今後も周知を行っていく必要がある。 

介護予防を広めるためには、高齢者のみでなく地域全体を対象とし、講演会の開催及び多

くの人たちが出入りする公共機関窓口等にポスター掲示、パンフレット配布さらにホームペ

ージへの掲載などの活動を行っていきたい。 

地域全体に介護予防を広めていくことで、一人ひとりが自ら介護予防に取り組み、『笑顔！

いきいき！健康長寿！！』のスローガンの実現を目指していきたい。 

   

 

 
問合せ先 都賀町保健福祉課 

0282-29-1104 FAX0282-27-7556
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